
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

１９７０１９７０１９７０１９７０年年年年『『『『あるあるあるある愛愛愛愛のののの詩詩詩詩』、』、』、』、１９７２１９７２１９７２１９７２年年年年『『『『ゴッドファーザーゴッドファーザーゴッドファーザーゴッドファーザー』』』』をををを製作製作製作製作しししし、、、、斜斜斜斜

陽陽陽陽のパラマウントのパラマウントのパラマウントのパラマウント映画映画映画映画をををを建建建建てててて直直直直したカリスマ・プロデューサーしたカリスマ・プロデューサーしたカリスマ・プロデューサーしたカリスマ・プロデューサー、、、、ロバート・エロバート・エロバート・エロバート・エ

ヴァンズヴァンズヴァンズヴァンズ。。。。このこのこのこの映画映画映画映画はそんなはそんなはそんなはそんな彼彼彼彼のののの栄光栄光栄光栄光とととと挫折挫折挫折挫折をををを描描描描きききき、、、、そしてそしてそしてそして今今今今もももも現役第一線現役第一線現役第一線現役第一線でででで

働働働働いているいているいているいている実像実像実像実像をををを描描描描くくくく自叙伝映画自叙伝映画自叙伝映画自叙伝映画。。。。自叙伝自叙伝自叙伝自叙伝とはあまりいいとはあまりいいとはあまりいいとはあまりいい趣味趣味趣味趣味とはとはとはとは思思思思えないえないえないえない

がががが、「、「、「、「誰誰誰誰でもでもでもでも仕事仕事仕事仕事をしているけどそれををしているけどそれををしているけどそれををしているけどそれを楽楽楽楽しんでいるしんでいるしんでいるしんでいる人人人人はとてもはとてもはとてもはとても少少少少ないないないない。。。。私私私私はははは

心心心心からからからから楽楽楽楽しんでいるしんでいるしんでいるしんでいる。。。。だからだからだからだから価値価値価値価値があるがあるがあるがある。」。」。」。」とのとのとのとの言葉言葉言葉言葉にはにはにはには同感同感同感同感。。。。    

────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    ****    ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    

＜＜＜＜カリスマ・プロデューサーによるカリスマ・プロデューサーによるカリスマ・プロデューサーによるカリスマ・プロデューサーによる自叙伝映画自叙伝映画自叙伝映画自叙伝映画のプロデュースのプロデュースのプロデュースのプロデュース＞＞＞＞    

 ロバート・エヴァンズは１９３０年６月２９日、ニューヨークに生まれた。１９５７年

の『千の顔を持つ男』などで俳優として活動した後、プロデューサーとしての才能に目覚

め、１９６８年以降、『ローズマリーの赤ちゃん』、『おかしな二人』、『ロミオとジュリエッ

ト』、『さよならコロンバス』などで、ヒット作を連発。 

 そして、１９７０年の『ある愛の詩』が大ヒットし、主演女優のアリ・マッグローと結

ばれた。アラン・ドロンの仲介で引き受けてもらったといわれている、フランシス・レイ

が作ったあの美しいテーマ曲のピアノの旋律は、今でもよく覚えている。またあのラブス

トーリーを一躍有名にした、「愛とは決して後悔しないこと」という泣かせるセリフも、実

にピッタリと決まっていた。 

 さらに、１９７２年のアカデミー最優秀作品賞等を受賞した『ゴッドファーザー』も彼

のプロデュース。もっともこの映画の監督にエヴァンズが大抜擢したフランシス・フォー

ド・コッポラとはいつもケンカしている因縁の中。この映画のテーマ曲「ゴッドファーザ

くたばれくたばれくたばれくたばれ！！！！ハリウッドハリウッドハリウッドハリウッド    
配給配給配給配給／／／／アミューズピクチャーズアミューズピクチャーズアミューズピクチャーズアミューズピクチャーズ    

２００３２００３２００３２００３（（（（平成平成平成平成１５１５１５１５））））年年年年８８８８月月月月１９１９１９１９日鑑賞日鑑賞日鑑賞日鑑賞    

＜＜＜＜東宝試写室東宝試写室東宝試写室東宝試写室＞＞＞＞    

    

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★    
監督・製作：ブレット・モーゲン＆

ナネット・バースタイン 

出演：ロバート・エヴァンズ／ジャ

ック・ニコルソン／ダスティ

ン・ホフマン／フランシス・

フォード・コッポラ／ロマ

ン・ポランスキー／アリ・マ

ッグロー 

 



 

ー愛のテーマ」は全世界的に大ヒットし、日本では尾崎紀世彦が日本語で重厚に歌いあげ

た。ところがエヴァンズはこの映画の製作にも没頭したため、愛妻のアリを『ゲッタウェ

イ』で共演した大スター、スティーブ・マックィーンに奪われてしまった。 

 

＜＜＜＜割割割割りりりり切切切切りのりのりのりの早早早早さとさとさとさと勘勘勘勘のののの良良良良ささささ、、、、そしてエヴァンズそしてエヴァンズそしてエヴァンズそしてエヴァンズ語録語録語録語録＞＞＞＞    

 この映画で描かれているように、エヴァンズの割り切りの早さと勝負勘には独特のもの

があったようだ。従って彼の行動は素早い。しかも彼の発言には特徴があり、分かりやす

い。 

  「危険じゃないかって？当然、だからそそられるのだ。」、 

  「後退するぐらいなら破滅したほうがいい。」、 

  「計画なんてするな。計画なんて貧乏人がすることだ。」 

 等のいわば、「エヴァンズ語録」はその典型。 

 もっとも、最初の妻シャロン・ヒューゲニー以後、離婚と再婚を繰り返し、６番目の妻

まで迎えたエヴァンズも、所詮「女心」は読めなかったよう。アリ・マッグローへの口説

き文句、「その男と別れたら電話をくれ。俺は７桁ダイアルをすれば届くところにいる」は

功を奏さなかった。従ってエヴァンズ語録の、「女の心がよめるなどという男は何もわかっ

ちゃいない」には説得力がある・・・。 

 

＜＜＜＜何何何何ともすごいともすごいともすごいともすごい人脈人脈人脈人脈＞＞＞＞    

 エヴァンズは栄光の時代と挫折の時代を経て、再びパラマウント映画に戻り、７０才を

超えた今も映画のプロデューサーを続けている。このような波瀾の人生を送りながら、浮

き沈みの激しい映画界で３５年間も現役活動を続けることができたのは、エヴァンズの人

脈の広さによるものだ。数ある美人女優との「浮き名」は当然のこととして、ニクソン大

統領の大統領補佐官をつとめたヘンリー・キッシンジャーをはじめ、アラン・ドロンや、

ケーリー・グラントなどの名だたる俳優との親交も深い。さらに社交界や裏社会に通じる

伝説的弁護士であるシドニー・コーシャックのお世話にもなっていたとのこと。これらは

エヴァンズが、他人から「認めてもらう能力」を持っていることのあらわれだ。 

 他方、エヴァンズは「人を認める能力」も抜群。彼が見出した俳優の代表は何といって

もジャック・ニコルソンとダスティン・ホフマン。さらに２００３年、あの『戦場のピア

ニスト』で、アカデミー監督賞を獲得したロマン・ポランスキー監督もエヴァンズが見出

し、アメリカで疵護した監督だ。 

 何ともすごい人脈。その人脈一覧表を見れば、それだけで圧倒されてしまう。 

 

＜＜＜＜エヴァンズのそのエヴァンズのそのエヴァンズのそのエヴァンズのその後後後後のののの作品作品作品作品そしてそしてそしてそして、、、、最近最近最近最近のののの作品作品作品作品はははは？＞？＞？＞？＞    

 エヴァンズは『ゴッドファーザー』でアカデミー最優秀作品賞を手にした後、自分の製



 

作会社を持ち、１９７４年の『チャイナタウン』でもアカデミー脚本賞を受賞した。これ

はジャック・ニコルソンが主演し、ロマン・ポランスキーが監督した作品。 

 しかし１９７５年以降、エヴァンズはドラッグにはまり、１９８０年にはコカイン所持

の罪で有罪判決。エヴァンズにとって最悪の時代となった。そんな中、編集の指揮権をめ

ぐってコッポラ監督と訴訟ざたになった『コットンクラブ』（１９８３年）を制作したが、

これは興業的にも失敗。 

 エヴァンズの１９８０年代はこのようにトラブル続きの時期だった。しかし、１９９０

年以後は次第に復活し、１９９０年の『黄昏のチャイナタウン』、１９９３年の『硝子の塔』、

１９９７年の『セイント』は大ヒットだ。そして２００３年の今年、『１０日間で男を上手

にフル方法』が、今日本でも上映中だ。 

 これは是非観なくては・・・。 

 自叙伝映画とはあまりいい趣味とは思えないものの、これだけ語る内容の多い人生を送

ってきた人なら・・・と納得。 

                       ２００３（平成１５）年８月１９日記 


